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1． は じ め に

　ヘ リ グ ロ テ ン トウノ ミハ ム シ 且厂g妙 競 8∫ coc一

伽 詔 加 r 叨 空 CSIKI は 近 年，関東地方 で家屋 周 辺

の 環 境緑 化 用 樹 と し て の モ ク セ イ科 植 物

　（Oleα ce α e ＞に 被害 が顕在 化 し て お り，家屋 内へ

の 侵入 が 懸念 され る 。 千葉県松戸市 に おけ る本種

の 生活史 に つ い て は す で に 井、L ・真梶 （1989a，　b，

c ，1990
，
1991）に よ り詳細 な調査結 果 が 報告 さ

れ て い る 。

　本種 の 家屋 害虫 （不快害虫）と し て の 評価 を明

確に し な け れ ば な らな い もの の 著者 ら は，こ れ ま

で の 報告と の 重複 を極力避 け ， と くに未知の 発育

零点等 に つ い て の 調査結果 を報告す る 。

　昆 虫の 発育零点や有効積算温量は野外 に お け る

生活史 の 推移 の F測や 発生予察 に と っ て重要 で あ

る の で ，ヘ リグロ テ ン トウ ノ ミハ ム シ の 飼育実験

か らそれ ら を明 ら か に し た 。

　近縁種テ ン トウ ノ ミハ ム シ A．  如8伽 粥 MOT ．

SCULSKY と の 区別 は
， 幼虫の 体 色 ， 成虫の 複眼

の 間隔 ， 前胸背板前縁中央部お よび genitallaの

形態な ど で 可能 で あ る （KiMOTOI965 ， 木元 1984）
が，念 の た め井上大成博士 に同定 し て い ただ い た

こ と を記 して 謝意 を表 した い 。ま た実験 を進め る

に 当た り著者の 一
人竹 内 （旧姓 ・佐野 ）に 対 し有

益 な助言と激励 を い ただ い た 東京農業大学後閑 暢

夫 教授 に対 し て も お礼 申し上 げ る 。

2．　 材料および方法

　東京農業大学構内（東京都世田 谷区 ）の ヒ イ ラ ギ

Osmanthus　heteroi）hylus　（G ．　 DON ） P ．　S ．　 GREEN

に 発 生 した ヘ リグ ロ テ ン トウ ノ ミハ ム シ を15℃，

18℃ ，21℃
，
24℃ ，

27℃ お よ び 30℃恒温 ， 長日 （16L

：8D ）条件下 で ， 各区 20〜30個体飼育 した。卵

期 は鉢植 え に し た ヒ イラギ の 新葉 に 強制産卵さ せ

て供試 し た 。幼虫期は 孵化後 24時間以内 の 個 体を

径 5　cm ，深さ 2cm の シ ャ
ー

レ 内で 単独飼育 し た 。

餌 は 1 日お き に 新鮮 な ヒ イラ ギの 若 い 葉 と交換

し，シ ャ
ーレの 片隅 に は 水分を含 んだ脱脂綿を入

れ て 乾燥 を防い だ 。 頭幅は ミ ク ロ メ
ー

タの つ い た

実体顕微鏡 を用 い て 測定 した 。 蛹期 は径2，4cm
，

長 さ 20cmの 試験管 を縦 に置 き ， 水分 を含ん だ土壌

を10cmの 深 さ ま で 満 た し ， 土壌の 表面に終齢幼虫

を静か に 1 頭 つ つ 放 し，土 窩を作 っ た24時間以 内

の 個体 を供試 し た 。 発育 日数 は い ず れ も実験開始

日を第 1 日 として 計算 した 。 ま た ，大学構内 に お

ける本種の 生活史に つ い て も1985− 87年の 3 年間

に わ た っ て 観察 した。

k
東京農業大学

＊k

ア ース 環境サ ービ ス  

3．　結果お よび考察

　〈1＞ 生 活史 の 概要 と幼虫の 成長比

　寄主植物付近の 落葉下等で越冬した成虫 は，翌

年 の 3月下旬一 4 月上 旬樹上 に現わ れ ，交尾後 ，

4 月中一下旬に 比較的若 い 芽や新葉 に 産卵す る 。

孵化 した扁平な幼虫は直ち に 潜葉，葉肉を摂食 し

て成長， 3 齢を経過 したの ち土窩を作 り，そ の 中

で 蛹化す る。

　幼虫各齢 の頭幅測定値は ， 1齢0．27±0．0ユmm
，
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2 齢0．44± O．　02mm
，

3 齢0．68± O．　04mmで あ り，頭

幅の 成長比 は 1．6で あ っ た 。ま た頭 幅〔Y ）と齢期

（X ）と の 間 に は r2＝0．99で 次の 関係式 が成立 し

Fig．1　 Adult　of 　A ．　coccinelltformig

　　　 （ventral 　view ）
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　新成虫は 5 月下旬〜 6 月上旬 に羽化す る 。成虫

は 雌雄共後 脚 の 腿節 が 発 達 し て い て 跳躍 す る

（Fig．1 ，
2 ）。ま た

，
8 月中 ・一

ド句に は 不定芽
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Fig，2　 Hind　leg　of　Adult
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Fig，3　 Duration　Df 　deve1Qpment　ln 　days　and 　velocity 　of 　deve上opment 　of　the

　　　 eggs 　under 　constant 　temperatures 、
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が あ れ ばわつ か に 産卵が行わ れ る 。 加害 は 4　
− 10

月 の 長期に 及 ぶ が
， 成虫は 7 月中〜下旬 に は休眠

に 入 り ， 樹上 に おけ る個体数 は激減す る 。 11月 上

旬，成虫は近 くの 落葉下 で 越冬 に 入 り樹 上 で は見

られ な くなる （Table　 l ）。

　今後は マ
ーキ ン グ や飼育な ど に よ っ て 成虫 の 寿

命 を詳細 に 調査 す る必要が あ る よう に思わ れ る 。

　（2） 発育零点

　卵期間 は平均，15℃ で 25．3日 ，
18℃ で 15．0 日，

21℃ で 1LO 日 ，
24℃ で 8．0日，27℃で 7．0日 ，

30℃

で 6．o日 で あ っ た （Fig．3 ）。 幼虫期間 は平均 ，15℃

で 23．3日，18℃ で 14．9 日 ，
21℃ で 10，0円，24℃ で

7．5日，27℃ で 6．3日，30℃ で 5．6日 で あ っ た （Fig ．

4 ）。 ま た蛹期間 は平均 ，
15℃ で 46，1N ， 18℃で

33．1目，21℃ で 20．0 日，24℃ で 16．OH
，

27℃ で

13．o日，30℃ で 11．1円 で あ っ た （Fig．5 ）。 し た が っ

て 発育全期間は平均 ， 15℃で 94．7日 ，
18℃ で 63．0

日 ，21℃ で 41．0日 ，
24℃ で 31．　5日，27℃で 26．　3日 ，

30℃ で 22．　7日 となる （Fig．6 ）。

　同一温度下 で は ， 卵 期間と幼虫期間と は 近似 し

た値を示 した が，蛹期間 は 両者 の 2 倍す な わ ち両

者 を合わ せ た 日数 に等 しか っ た 。

Table　1．　Life　history　chart 　of 君．　coccr
’
nell ヶb厂ηお

YearJanFebMarAprMav 　 炉 JunJul ； AugS 叩 OctNQVDec

AAAAAAAAAAAAAAA

EEELLLPPPAAAAA

AAA

1985 EELPAAAIAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAAA

EEELLLPPPAAAAAAAAAAA

1986 EELPAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAA

EEEELLLLLPPPAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

1987 EELPAAAAAAAAAAAA

A ：Adult　 E ：Egg 　 L ：Larva 　 P ：Pupa ：lnjury
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Fig．4　Duration　Gf　development　irl　days　and 　velocity 　of　development　of　the

　　　　larva已 under 　constan 亡 temperatures ，
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Fig．5　Duration　of 　development　in　days　and 　velocity 　of　development　Qf 　the

　　　　pupae　under 　constant 　temperatures ．
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Fig．6　Dllration　of　develOpment　ln 　days　and 　velocity 　of 　development　Qf　the

　　　 aU 　stages 　under 　constant 　temperatures．

　通 常，発 育 速 度 （V ）は 発 育 目 数 （D ）の 逆 数

（1／D ）で表わ す こ と が で き ， 発 育速度と温度 （T ）

と の 間 に は
， そ れ ぞ れ 次 の 関係式 が成立 し た 。

卵　 　　期

幼　虫　期

蛹　 　　期

発育全期間

V ；− O．08671十 〇．00854T

V ＝＝一〔｝．09843 十 〇．00942T

V ＝ − O．　05052十 〇．00470T

V ＝− 0．02371十 〇．00228T

　内田 （1957）に よ る と，多く の 昆虫の 発 育零点

を一括 して 頻度分布 を描 くとユ0℃付近 を ピー
ク と

し た ， ほ ぼ 正規分布 をす る 。 本種の 発育零点も卵

期10．1℃ ， 幼虫期 10．4℃ ， 蛹期ユ0．7℃ で本種 の 発

育零点もおおむね ユ0℃ あ た り に位置 し て お り ， 発

育が進む に連れ て 高 くなる傾向が 認め られ たが，

そ の 差 は わ ずか O．6℃ で あ っ た。

　東京地 方 で は ヘ リグ ロ テ ン トウ ノ ミハ ム シ の 越

冬成虫が樹上に あ らわれ交尾 ・産卵 活動 を開始す

る 4 月中旬以降に は ，最低気温 は い ずれ の 年 に お

い て も 10℃ を上ま わ っ て お り ， ま た 成 虫が越 冬の

た め に樹上 か ら姿 を消す 11月上旬以降の 最低気温

は 10℃以下 となる こ とが多 い 。

　（3） 有効積算温量

　有効積算温量 を次式 に よ り算出 した。

　　K ＝（T − tのD

　　　 （た だ し，K は 有効積算 温 量，　 T は 発育

　　　期間 の 平均温度，t。 は 発育零点，　 D は 発育

　　　日数を あ ら わ す 。 ）

　有効積算温 量 は それ ぞ れ，卵期 U9 日 度，幼 虫

期107日度 ， 蛹期214日度 ， 発 育全期間440日度で

あ っ た 。
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                Summary

  Studies were  made  on  the threshold  tempera-

ture and  thermal  constant  for development  of

the  Fleabeetle, ArgQpistes coccinejlijbrmis  CSIKI,

The threshold  low temperature  for development

and  total effeetive  temperature  were  calculated

from the result  of  rearing  throught  all  stages  as

shown  in the next  table.

DevelopmentalTotaloffective
Stage zero temperature

(℃ ) (day-degrees)

Egg 10.] 119

Larva 10.4 107

Pupa IO.7 214

Allstages 10.4 ･440

 The  relatienship  between development velocity
and  temperatute  {T) was  expre$sed  as  following
er  equation,

   Egg  V=-O,  08671+O. O0854T

   Larva V=-O,09843+O,O0942T

   pupa v=-o.osos2+o.oo47oT

   AII stages  V=-O.  0237]+O,  O0228T

(v)lin-

--
 87 -


